
　１月12日㈰、「弥栄とんど焼き」が、ふるさと体験
村で行われました。
　竹で高々と組み上げられた“とんど”に火が入れら
れると、しめ縄飾りや門松、書初めなどを投げ入れ、
厄払いと今年１年の無病息災を願いました。

税の申告相談が始まります………………………………Ｐ２
消費税率の引上げに伴う使用料などの改定のお知らせ…Ｐ11
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主な内容

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

平成２６年

なつかしの国 石見

平成２６年

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

広報
２月号　

№154２月号　
№154
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期間　２月10日㈪～３月17日㈪

※　詳しくは、次ページの「申告相談の受付日程及び
会場」で確認してください。

　平成26年１月１日現在お住まいの市町村に申
告が必要です。
　ただし、次の人は市民税県民税の申告の必要
はありません。

⑴　所得税の確定申告書を提出する人
⑵　給与収入のみで年末調整されている人
⑶　公的年金収入のみの人

■医療費控除などの控除を追加する人

　医療費・生命保険料・寄附金控除などを受け
る場合には申告が必要です。
　領収書や支払証明書などを会場に持参してく
ださい。
【お願い】
　待ち時間短縮のため、医療費控除は、事前に
領収書を個人別・医療機関別に集計しておいて
ください。

　申告義務のない人でも、控除を追加する場合
は申告が必要となります。
　また、所得がなかった人でも、所得証明の発
行、国民健康保険料の軽減判定などに影響があ
りますので、所得がなかった旨の申告をしてく
ださい。

■営業・農業・不動産所得を申告する人

　営業・農業・不動産所得を申告する人は、あ
らかじめ「収支内訳書」を作成して、領収書や
帳簿などと一緒に会場に持参してください。
　また、申告を円滑に行うため、昨年の申告資
料（収支内訳書）も併せて持参してください。

■申告に必要な書類（主なもの）

□　給与所得の源泉徴収票　※
□　公的年金などの源泉徴収票　※
□　申告者名義の印鑑（認印可）
□　申告者名義の口座番号が分かるもの
□　障害者手帳や療育手帳　※
□　そのほか収入、経費の分かる書類　※
※…該当がある場合は、準備してください。

還付申告早期受付期間
　　２月５日㈬～７日㈮

税の申告相談が始まります
～ 市民税県民税・所得税・国民健康保険料などの申告相談 ～

■市民税県民税の申告書を提出する
　必要のある人
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浜田
市役所

東分庁舎

Ｐ

法務局

裁判所

国
道
186
号

国道９号

浜田川

仮設
庁舎

申告相談
受付会場

浜田自治区 問い合わせ先　本庁税務課市民税係
（☎�９２３２）

金城自治区 問い合わせ先　金城支所市民福祉課
（☎�１２３５）

旭自治区 問い合わせ先　旭支所市民福祉課
（☎�１４３４）

弥栄自治区 問い合わせ先　弥栄支所市民福祉課
（☎�２６５６）

三隅自治区 問い合わせ先　三隅支所市民福祉課
（☎�２８０７）

会場 日程 時間

市役所仮設庁舎
（東駐車場内）

２月10日㈪
～３月17日㈪

9:00～17:00２月23日㈰
３月16日㈰

国府公民館 ２月13日㈭
9:00～16:00マリン交流センター ２月14日㈮

美川公民館 ２月17日㈪
大麻公民館 ２月18日㈫ 9:00～11:00

周布公民館 13:30～16:00
２月19日㈬ 9:00～16:00国府公民館有福分館 ２月20日㈭

e-Taxコーナー
市役所仮設庁舎

２月10日㈪
～３月17日㈪ 9:00～17:00

会場 日程 時間

老人福祉センター１階

２月24日㈪
～28日㈮

9:00～17:00３月12日㈬
～17日㈪

３月９日㈰
美又公民館（美又会館） ３月３日㈪ 9：00～12:00
久佐公民館（くざ会館） ３月４日㈫

9：00～16:00波佐公民館（ときわ会館） ３月５日㈬
３月６日㈭

小国公民館（おぐに会館) ３月７日㈮

今福公民館（ふれあい会館） ３月10日㈪
３月11日㈫ 9:00～12:00

e-Taxコーナー
金城支所１階

２月24日㈪
～３月17日㈪ 9:00～17:00

会場 日程 時間

旭保健センター

２月17日㈪
～３月７日㈮

9:00～17:00
３月10日㈪

～17日㈪
都川公民館 ３月８日㈯ 9:00～16:00市木公民館 ３月９日㈰
e-Taxコーナー
旭保健センター

２月17日㈪
～３月17日㈪ 9:00～17:00

会場 日程 時間

老人福祉センター ２月18日㈫
～21日㈮

9:00～17:00弥栄会館
２月24日㈪

～３月14日㈮
３月９日㈰

e-Taxコーナー
弥栄支所１階

２月18日㈫
～３月14日㈮

会場 日程 時間

三隅支所分室１階
２月17日㈪

～３月17日㈪
9:00～17:00３月２日㈰

e-Taxコーナー
三隅支所分室１階

２月17日㈪
～３月17日㈪

※　土・日・祝日は、表中の記載日のみ開設します。
※　e-Tax コーナーの土・日曜日の開設は行って

いません。

申告相談時間を延長します（土・日曜日を除きます）。
日時　３月３日㈪～14日㈮
　　　午後７時まで
会場　市役所仮設庁舎

夜間の申告受付を実施します

（水曜日は午後５時まで）

還付申告の早期受付を開始します
　住宅ローン控除、ふるさと寄附金控除、医療費控
除などによる還付申告に限り、一般申告に先立って
次の期間受け付けます。
　ご不明な点は、お問い合わせください。

会場 日程 時間
市役所仮設庁舎
（東駐車場内）

２月５日㈬
～７日㈮ 9:00～17:00

　本庁舎耐震改修工事に伴い、本庁舎での申告会場
が昨年と異なります。
　お間違えのないようにお願いします。

（今年の申告会場）
　　浜田市役所本庁舎東側
　　　　　仮設庁舎１階特設会場

■申告相談の受付日程及び会場

■申告会場が変更になります
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　市民税・県民税等申告書の記載については、次ページの
申告書を切り取って使用してください（コピーして使用し
てもかまいません）。

①申告書が不足する場合は郵送します。
②各相談窓口及び各支所・浜田自治区地域行政窓口（公

民館）にも申告書を備え付けてありますので、本庁税
務課又は各支所担当課までお問い合わせください。

住所
　平成26年１月１日現在の
住所を記入してください。

保険料控除
　④から⑧の保険料は控除
証明書を添付してください
（コピー可）。

配偶者控除
　本人と生計を一にする配
偶者の合計所得金額が38万
円以下（給与収入のみの場
合103万円以下）であれば、
配偶者控除の対象となりま
す。

配偶者特別控除
　本人の合計所得金額が
1,000万円以下で、配偶者
の合計所得が38万円超76万
円未満(給与収入のみの場
合103万円超141万円未満)
の場合、配偶者特別控除の
対象となります。

提出先
〒６９７－８５０１　浜田市殿町１番地
浜田市役所税務課市民税係

問い合わせ先
本庁税務課（☎�９２３２）
金城支所市民福祉課（☎�１２３５）
旭支所市民福祉課（☎�１４３４）
弥栄支所市民福祉課（☎�２６５６）
三隅支所市民福祉課（☎�２８０７）

浜　田　市　長　様 平成 26 年　３ 月 15 日

住所 浜田市　殿町１

フリガナ 　ハマダ　タロウ
印氏名 　浜田　太郎

生年
月日

明・大・昭・平
１4年11月11日

電話
番号 22-2612

受付印

個人No

受付者

浜田市記入：未申告解消・寡婦（夫）、障害者控除追加・扶養変更・併徴・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　収入（平成25年１月１日から12月31日までの年間収入）について記入してください。
収入のなかった人は、裏面４を記入してください。

種類 収入金額 必要経費 支　払　者
給　与 600,000円 浜田市役所
年　金 2,250,000円 日本年金機構
営　業 円 円
農　業 500,000円 350,000円
不動産 円 円

円 円
非課税収入がある人は該当するものに○印→（老齢福祉年金・障害年金・遺族年金・雇用保険）

２　控除（所得から差し引かれる金額）について記入してください（平成25年１月１日から12月31日まで）。

（１）保険料控除　次の保険料について支払った金額を記入してください。
①国民健康保険料 150,000円 ⑤生命保険料 120,000円
②後期高齢者医療保険料 円 ⑥地震保険料 70,000円
③介護保険料 85,000円 ⑦その他保険料 円
④国民年金保険料 円 ⑧その他保険料 円
※　④・⑤・⑥・⑦・⑧の保険料を支払った場合は、控除証明書を添付してください（コピー可）。

（２）配偶者控除
氏　名 生年月日 配偶者の収入（給与・年金以外は所得金額を記入）

浜田　花子 明・大
昭・平 15年　1月　5日 給与収入・年金収入

・その他（　　　　　　　　　） 800,000円

（３）控除対象扶養親族及び16歳未満の扶養親族
氏　名 続柄 生年月日 同居又は別居 別居の場合の住所

浜田　海男 父 明・大
昭・平 6年　3月　2日 同居・別居

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

平成26年度 申告書（簡易申告書）市 民 税 ・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 料 等（平成25年分）

扶養親族
　本人と生計を一にする配
偶者以外の親族などで、合
計所得金額が38万円以下の
人（被扶養者）を記載して
ください。

《
切
り
取
り
線
》

浜田

※　申告書は郵送でも受け付けます。

申　告　書　表　面【記載例】

■市民税・県民税等申告書の記載例及び注意点
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浜　田　市　長　様 平成　　　年　　　月　　　日

住所 浜田市

フリガナ

印氏名

生年
月日

明・大・昭・平
年　　　月　　日

電話
番号

受付印

個人No

受付者

浜田市記入：未申告解消・寡婦（夫）、障害者控除追加・扶養変更・併徴・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　収入（平成25年１月１日から12月31日までの年間収入）について記入してください。
収入のなかった人は、裏面４を記入してください。

種類 収入金額 必要経費 支　払　者
給　与 円
年　金 円
営　業 円 円
農　業 円 円
不動産 円 円

円 円
非課税収入がある人は該当するものに○印→（老齢福祉年金・障害年金・遺族年金・雇用保険）

２　控除（所得から差し引かれる金額）について記入してください（平成25年１月１日から12月31日まで）。

（１）保険料控除　次の保険料について支払った金額を記入してください。
①国民健康保険料 円 ⑤生命保険料 円
②後期高齢者医療保険料 円 ⑥地震保険料 円
③介護保険料 円 ⑦その他保険料 円
④国民年金保険料 円 ⑧その他保険料 円
※　④・⑤・⑥・⑦・⑧の保険料を支払った場合は、控除証明書を添付してください（コピー可）。

（２）配偶者控除
氏　名 生年月日 配偶者の収入（給与・年金以外は所得金額を記入）

明・大
昭・平 年　　月　　日 給与収入・年金収入

・その他（　　　　　　　　　　） 円

（３）控除対象扶養親族及び16歳未満の扶養親族
氏　名 続柄 生年月日 同居又は別居 別居の場合の住所

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

平成26年度 申告書（簡易申告書）市 民 税 ・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 料 等（平成25年分）

《
切
り
取
り
線
》
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《
切
り
取
り
線
》

（４）寡婦・寡夫控除　あなたが寡婦・寡夫の場合、該当する項目に○印をしてください。
死別 離婚 生死不明

（５）障害者控除　あなたや扶養者の中に障害者がいる場合は、記入してください。

氏　名 続
柄 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護 １・２・３・４・５

氏　名 続
柄 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護 １・２・３・４・５

※　税法上定義されている「障害者控除」との整合性を図るため、ひらがな表記（障がい）にしていません。ご理解をお願いします。

（６）医療費控除　平成25年１月１日から12月31日までに支払った医療費について、記入してください。
支払った医療費 保険金などで補てんされる金額 ・医療費領収書の添付が必要です。

・生計を一にする親族の医療費を支払
　った場合も対象になります。円 円

（７）寄附金控除
寄附先 寄附金額 円

寄附先 寄附金額 円

３　納付方法について、選んでください。

給与以外の所得に係る市民税・
県民税の徴収方法の選択 □給与から天引き（特別徴収） □自分で納付（普通徴収）

４　収入がなかった人は、該当箇所を記入して（又は○印をつけて）ください。

ア　私は、扶養者氏名　　　　　　　　　　　　　に扶養されていた。

　　　　　扶養者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　　　　　　

イ　病気療養中　ウ　学生　エ　貯金で生活　オ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

以上で、申告は終わりです。
申告内容について、税務課担当者が問い合わせをする場合があります。
その際は、ご協力をお願いします。

※　浜田市以外の市区町村で住民税を課税されている人は、記入してください。

　課税市区町村名　　　　　　　　　　　　

　そのときの住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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《
切
り
取
り
線
》

（４）寡婦・寡夫控除　あなたが寡婦・寡夫の場合、該当する項目に○印をしてください。
死別 離婚 生死不明

（５）障害者控除　あなたや扶養者の中に障害者がいる場合は、記入してください。

氏　名 浜田　海男 続
柄 父 障害の程度 　身体障害者手帳　１級 要介護 １・２・３・４・５

氏　名 続
柄 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護 １・２・３・４・５

※　税法上定義されている「障害者控除」との整合性を図るため、ひらがな表記（障がい）にしていません。ご理解をお願いします。

（６）医療費控除　平成25年１月１日から12月31日までに支払った医療費について、記入してください。
支払った医療費 保険金などで補てんされる金額 ・ 医療費領収書の添付が必要です。

・ 生計を一にする親族の医療費を支払
　った場合も対象になります。350,000円 120,000円

（７）寄附金控除
寄附先 　浜田市 寄附金額 10,000円

寄附先 寄附金額 円

３　納付方法について、選んでください。

給与以外の所得に係る市民税・
県民税の徴収方法の選択 □給与から天引き（特別徴収） □自分で納付（普通徴収）

４　収入がなかった人は、該当箇所を記入して（又は○印をつけて）ください。

ア　私は、扶養者氏名　　　　　　　　　　　　　に扶養されていた。

　　　　　扶養者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　　　　　　

イ　病気療養中　ウ　学生　エ　貯金で生活　オ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

以上で、申告は終わりです。
申告内容について、税務課担当者が問い合わせをする場合があります。
その際は、ご協力をお願いします。

※　浜田市以外の市区町村で住民税を課税されている人は、記入してください。

　課税市区町村名　　　　　　　　　　　　

　そのときの住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

寡婦・寡夫
　寡婦・寡夫控除に該当す
るには、民法上の婚姻の事
実が前提となります。

障害者控除
　手帳などを確認させてい
ただくことがあります。ご
了承ください。

寄附金控除
　年間2,000円を超える特
定寄附を支払った場合に該
当になります（領収書の添
付が必要です）。

納付方法
　給与所得者の市民税県民
税は原則として給与から特
別徴収されます。
　給与以外の所得に係る市
民税県民税については、ご
自身での納付を希望する場
合は「□自分で納付」に
チェックしてください。

申告受付期間
　２月17日㈪～３月17日㈪（土・日曜日を除く。）
受付時間
　午前９時～午後４時
※　申告会場（石央文化ホール）には駐車場がありま

せんので、公共交通機関などを利用してください。

平成25年分の確定申告・納期限
　所得税及び復興特別所得税・贈与税　３月17日㈪
　消費税及び地方消費税

（個人事業者）

納税は便利な口座振替を利用してください【振替日】
　所得税及び復興特別所得税　４月22日㈫
　消費税及び地方消費税　

（個人事業者）

３月31日㈪

４月24日㈭

申　告　書　裏　面【記載例】

申告会場は
　石央文化ホールです

浜田税務署からのお知らせ
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60

65

70

75

○市税（市民税・固定資産税など皆さんに納めてもらう税金）

※　人口減少などによる減収を見込んでいます。

（億円）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

73
72

70 70 70
68

67 67
66

○普通交付税（国から交付されるお金）

※　平成28年度以降市町村合併による加算額の縮減を見込んでいます。

（億円）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H3395

105

115

125

109

115 116
120

118 117

109

104

114

45

50

55

60

65

○人件費（職員賃金などに使うお金）

※　職員数のカウントには、企業職を除いています。

（億円）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33
※　消防職を除く、退職者数の３分の１採用を見込んでいます。

550

580

610

640

670

700

730
（人）

人件費
職員数

59 59 59
57

55 55 54 53 52

682 673 664
653

632 631 630 628 62759 59 59
57

55 55 54 53 52

0

20

40

60

80

100

120

140

○投資的経費（公共施設の新増設などに使うお金）
（億円）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

121

102

34 32

71

51

24 19 20

40

45

50

55

60

65

70

75

○公債費（借金の返済に使うお金）

※　平成27年度までの積極的な投資の影響を見込んでいます。

（億円）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

定期償還
繰上償還

49 51 52
57 62 65 68 69 68９14 １９14

49 51 52
57 62 65 68 69 68

歳出の推移

　市では、毎年度中期財政計画を公表し、財政運営の
見通しを明らかにしています。

項          目 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33
歳　　入　　総　　額 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

440 422 386 359 345 342 326 308 288
歳　　出　　総　　額 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

440 422 386 357 341 342 335 329 327
基金年度末現在高（普通会計） 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

111 105 112 110 109 108 106 105 104
地方債残高 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

548 575 599 603 589 571 542 509 476
実質公債費比率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

13.5 12.7 12.0 12.0 12.7 13.9 14.8 15.4 15.8

主な建設事業
事業名 事業費

浜田東部統合小学校改築事業 22億円

旭統合小学校建築事業 15億円

橋梁長寿命化修繕計画改修事業（※） 13億円

公民館整備事業（※） ９億円

火葬場増改築事業（※） ３億円

上水道・簡易水道の統合に係る事業 32億円
※　平成28年度以降実施分のみ

計画期間　平成25年度～平成27年度
見通し　　平成28年度～平成33年度

　今回の財政計画は、新市長就任からいとまがないこ
とから、前市長が決定した昨年度までの方針を踏襲す
る内容となっています。

財政計画

歳入の推移

中期財政見通し
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△20
△15
△10
△5
0
5
10
15

（億円）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

10

１

△11
△18

△８

３
８ ９

△４

△18

②　計画期間における各年度の収支は黒字となっ
ていますが、災害の発生もあり、前回と比較し
て黒字額が縮減している年度もあるものの、平
成27年度の実質単年度収支は９億円程度と前回
と同程度を見込んでいます。 

なお、実質公債費比率は、平成27年度には
12.0％まで改善が見込める状況です。

①　当市の財政運営の最重要課題は、合併効果や
行財政改革効果を最大限に活用して持続可能な
財政体質を確立することにあります。

具体例
○合併特例債の有効活用
○組織のスリム化などによる人件費・物件費など

経常経費の削減

することとし、特に合併特例債は限度額まで発
行することとしています。

④　こうした取組にもかかわらず、実質公債費比
率は、普通交付税の逓減などにより、平成33年
度には15.8％に悪化することを見込んでいます。  

⑤　最終的に、最も問題となる実質単年度収支は
平成30年度から赤字に転じ、平成33年度には赤
字額が18億円規模に拡大することにより、財政
調整基金の残高は12億円規模にまで縮減し、予
算編成に支障をきたすことが危惧されます。

①　今回の「財政見通し」は、基本的に昨年度ま
での方針を踏襲するもので、収支の調整が整っ
た「財政計画」への移行は次年度以降を予定し
ています。

②　歳入の根幹をなす普通交付税は平成28年度
以降の合併算定替の逓減により、最終的に24
億７千万円が縮減する見込みです。

③　投資事業は全市目線で調整を行い、実施事業
の財源は、過疎対策事業債、合併特例債といっ
た交付税措置の大きい優良債を可能な限り活用

体の行政需要を反映した地方交付税制度の見直し
が予定されており、その動向を注視しているとこ
ろです。
　こうした状況を踏まえ、今後は平成28年度以降
を見据えて、持続可能な財政体質への転換を実現
するため、人口減少に即した体制づくりと事業の
スクラップ＆ビルドの推進、公共施設の適正配置
（整理統合）など、一刻も早く聖域なき見直しを
徹底した更なる行財政改革に取り組む必要があり
ます。

　以上のように、財政計画期間中の平成27年度ま
では、市町村合併に伴う財政支援の効果により、
財政の健全化を図ることが可能です。
　しかしながら、市町村合併による財政支援効果
の逓減に見合う行財政改革が実現できていないた
め、平成28年度以降は段階的、加速度的に財政状
況が悪化することが見込まれる点は、前回と同様
です。
　いまだ、その具体的な解決策は見出されていま
せんが、国において平成の大合併を踏まえた自治

※　中期財政計画について詳しくは、市ホームページで
閲覧できます。ご不明な点は、お問い合わせください。

問い合わせ先
　本庁財政課財政係（☎�９２１０）

中期財政計画及び
収支の状況

財政計画（平成25年度～平成27年度）の分析

財政見通し（平成28年度～平成33年度）の分析
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　皆さん、こんにちは。
　寒い日々が続く中、健康管理がますます重要に
なっています。健康を維持し、体を鍛え、周りの
人と共に楽しめるスポーツは万国共通のものだと
思います。浜田市もスポーツ都市宣言をしてから
野球、バレーボール、サッカーなどに力を入れ、
色々な場で活躍していると聞きました。
　アメリカでもスポーツは国や地域の文化におけ
る重要なものです。身近な人と一緒になってバス
ケットボール、サッカー、野球などを楽しむこと
もあれば、世界的に有名なプロチーム、選手など
を応援することもあります。特に「４大スポーツ」
と言われるバスケットボール、野球、アイスホッ
ケー、アメリカンフットボールは国中の人たちに
愛されています。
　歴史が浅いといわれる国でありながら、100年
以上続いているプロリーグは珍しくなく、スポー
ツなしのアメリカは考えられないといっても過言
ではないでしょう。
　野球はアメリカの国技といわれるくらいの人気
があります。アメリカのプロリーグは日本のよう

に２つに分かれています。このアメリカンリーグ、
ナショナルリーグは野球シーズンの終わりにワー
ルドシリーズという優勝決定戦でぶつかりあいま
すが、昨年は、ボストンレッドソックスが上原投
手の大活躍で勝利を収めました。
　近年、アメリカンフットボールが全米人気１番
のスポーツとなりました。アメリカンフットボー
ルはタックルをして相手の前進を止めるラグビー
に似たスポーツです。毎年２月の上旬にスーパー
ボール・サンデーという決勝戦があります。それ
は国民的な行事であり、事実上の祝日でもあるの
でふだんアメリカンフットボールを見ない人もテ
レビの前で１日を過ごします。
　ゲームの視聴率は何と40～60％まで達します。
　その日に放送される30秒の宣伝は平均370～380
万ドルもするそうです。また、ハーフタイムショー
という競技の前半と後半の間に行なわれる演出に
は、マイケルジャクソン、ポール・マッカートニー
などの豪華キャストが出演しています。
　たくさんの点から見てもスーパーボールはスー
パー（凄い）ですね。

会期　２月21日㈮～３月14日㈮（22日間）
２月13日㈭　議会運営委員会

21日㈮　本会議　開会、施政方針・教育方
針表明、提案説明（全員協議会）

24日㈪　本会議　会派代表質問
25日㈫　本会議　個人一般質問
26日㈬　本会議　個人一般質問
27日㈭　本会議　個人一般質問
28日㈮　本会議　個人一般質問
　　　　議会広報広聴委員会

３月３日㈪　本会議　議案質疑
４日㈫　総務文教委員会
５日㈬　福祉環境委員会
６日㈭　産業建設委員会
７日㈮・10日㈪　予算決算委員会
11日㈫・12日㈬　予算決算委員会
14日㈮　本会議　委員長報告、採決、閉会
（全員協議会）議会運営委員会

　なお、左記日程は予定であり、２月13日㈭の議
会運営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
浜田市議会事務局（☎�９８００）

アメリカのスポーツ
浜田市国際交流員　ドナルド　マルヤマ

３月浜田市議会定例会日程（予定）
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平
成
26
年
４
月
か
ら
、
消
費
税

率
が
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
消
費
税
率
の
引
上
げ

は
、
社
会
保
障
の
充
実
・
安
定
化

と
財
政
健
全
化
の
同
時
達
成
を
目

指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
負
担
に

つ
い
て
は
、
消
費
者
へ
の
円
滑
か

つ
適
正
な
転
嫁
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

浜
田
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
本

年
４
月
か
ら
、
施
設
の
使
用
料
、

ご
み
処
理
手
数
料
、
水
道
料
金
な

ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
消
費

税
増
税
分
の
引
き
上
げ
を
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
親
し
ま

れ
、
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
良

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

料
金
の
改
定
を
行
う
も
の

　

こ
の
た
び
料
金
が
引
上
げ
に
な

る
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

○
市
指
定
ご
み
袋

・
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
を
除
く
全
て

の
市
指
定
ご
み
袋
の
料
金
（
ご

み
処
理
手
数
料
）

※　

現
在
の
市
指
定
ご
み
袋
は
、

料
金
改
定
後
も
引
き
続
き
使
用

で
き
ま
す
。

○
上
水
道
・
下
水
道

・
上
水
道
及
び
簡
易
水
道
の
水
道

料
金
・
加
入
分
担
金

・
下
水
道
使
用
料

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

・
三
隅
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
ひ
ゃ

こ
る
ネ
ッ
ト
み
す
み
）
の
視
聴

料
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料
・

加
入
分
担
金
な
ど

○
各
種
施
設

・
市
が
設
置
し
て
い
る
体
育
施

設
・
文
化
施
設
・
産
業
振
興
施

設
・
福
祉
施
設
な
ど
各
種
施
設

の
料
金

※　

ほ
と
ん
ど
の
施
設
は
、
こ
の

た
び
の
料
金
引
上
げ
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
多

く
の
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理

者
に
委
託
し
て
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
料
金
は
指

定
管
理
者
が
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
施
設
を
利
用

す
る
際
に
は
、
料
金
に
つ
い
て

各
施
設
管
理
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
公
民
館
な
ど
市

が
直
接
管
理
し
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
各
担
当
部
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料
金
の
改
定
を
行
わ
な
い
も
の

　

料
金
の
改
定
を
行
わ
な
い
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
各
種
証
明
書
の
交
付
手
数
料

○
浜
田
市
生
活
路
線
バ
ス
の
運
賃

○
火
葬
場
の
使
用
料

○
市
営
駐
車
場
の
使
用
料

○
市
営
住
宅
の
家
賃

※　

改
定
後
の
金
額
や
、
こ
こ
に

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な

ど
、ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

各
担
当
部
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

昨
年
９
月
13
日
か
ら
16
日
の
４

日
間
、
浜
田
港
に
寄
港
し
た
南
極

観
測
船
「
し
ら
せ
」
か
ら
浜
田
市

に
新
年
の
あ
い
さ
つ
が
届
き
ま
し

た
。

　

南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
は
、

南
極
海
で
厚
さ
約
６
メ
ー
ト
ル
の

氷
を
割
り
な
が
ら
前
進
し
、
今
年

１
月
４
日
に
南
極
の
昭
和
基
地
沖

に
接
岸
し
ま
し
た
。
雪
や
厚
い
氷

に
阻
ま
れ
て
２
年
連
続
で
接
岸
を

断
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ

り
の
接
岸
と
な
り
ま
し
た
。

　

届
い
た
写
真
に
写
っ
て
い
る
浜

田
市
旗
は
、「
南
極
に
浜
田
市
の

旗
を
」
と
、
宇
津
徹
男
前
浜
田
市

長
か
ら
、
日
髙
孝
次
し
ら
せ
艦
長

に
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
）

昭和基地沖に接岸した「しらせ」

南極大陸をバックに浜田市旗と乗員の皆さん

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う

　
　
　
使
用
料
な
ど
の
改
定
の
お
知
ら
せ

南
極
か
ら
の
便
り

　
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
が
昭
和
基
地
沖
に
接
岸



広報はまだ：平成26年２月号　　　12

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

　

長
沢
２
町
内
自
主
防
災
会
（
浜

田
自
治
区
）
で
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平

成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
（
宝
く
じ
助
成
事
業
）
を
活
用

し
、
テ
ン
ト
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
大
型
炊

き
出
し
器
・
車
い
す
な
ど
の
防
災

資
機
材
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

長
沢
２
町
内
自
主
防
災
会
は
、

平
成
21
年
４
月
に
設
立
。
毎
年
消

防
団
員
や
町
内
会
が
一
丸
と
な
り

「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
防
災
訓

練
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
購
入
し
た
資
機
材
を
活
用
し
、

各
種
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
や
活

動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

（
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
）

　

次
の
地
域
行
政
窓
口（
公
民
館
）

で
は
、
公
民
館
業
務
と
併
せ
て
行

政
窓
口
業
務
を
行
い
、
各
種
証
明

書
の
発
行
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
庁
及
び
各
支
所
で
な
い
と
手

続
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
業
務
内
容
及
び
開
設
日
時
を

確
認
し
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

市
か
ら
様
々
な
お
知
ら
せ
や

ポ
ス
タ
ー
、チ
ラ
シ
の
中
に「
支

所
」と
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
区
に
あ
る
各
支
所

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

※　

浜
田
自
治
区
内
の
地
域
行
政

窓
口
に
つ
い
て
は
、「
連
絡
係
」

の
呼
称
は
平
成
22
年
４
月
以
降

廃
止
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

自治区 地域行政窓口
（公民館） 開設日時 発行できる証明書

浜田
（注）

長浜・周布・美川・
大麻・国府・有福

月～金曜日
9:00～17:00

住民票・戸籍・印鑑
証明・税務証明（所
得課税証明など）

金城 今福・波佐・小国・
久佐・美又

火曜日
9:00～12:00

住民票・印鑑証明・
所得課税証明

旭 木田・和田・都川・
市木

月曜日：和田・都川
火曜日：木田・市木
9:00～12:00

住民票・印鑑証明・
所得課税証明

弥栄
（注） 杵束 月～金曜日

8:30～17:15

住民票・戸籍・印鑑
証明・税務証明（所
得課税証明など）

三隅 三保・岡見・井野・
黒沢・白砂

月～金曜日
9:00～17:00

住民票・印鑑証明・
所得課税証明

（注）浜田及び弥栄自治区の行政窓口では、住民異動の届出やごみカ
レンダーの配布なども行っています。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
地
域
づ
く

り
振
興
事
業
補
助
金
（
防
犯
灯
設

置
事
業
）
に
関
す
る
取
扱
い
が
、

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

※　

市
で
は
、
町
内
会
又
は
自
治

会
な
ど
の
住
民
自
治
組
織
が
防

平成25年度（変更前） 平成26年度（変更後）

補助対
象範囲

○新設（新規設置及び老
朽化や自然災害の罹
災に伴う全部取替え）

○LED化に伴う取替え

○新設（新規設置及び老
朽化や自然災害の罹
災に伴う全部取替え）

申請時の
添付資料

見積書、位置図 見積書、位置図、
現況写真（老朽化などに
伴う全部取替えのみ）

見積書の
提出 １社以上 原則２社以上

安
全
安
心

平
成
25
年
度
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
防

災
機
材
を
購
入
し
ま
し
た

生
活
・
環
境

地
域
行
政
窓
口
（
公
民
館
）

で
各
種
証
明
書
を
発
行
し

て
い
ま
す

平
成
26
年
度
か
ら
防
犯
灯
設
置

補
助
の
取
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
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て

犯
灯
を
設
置
す
る
場
合
に
、
設

置
に
掛
か
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
を
設
置
し
た
い
と
き
は
？

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
防
犯
灯
を

設
置
し
た
い
場
合
は
、
町
内
会
又

は
自
治
会
な
ど
に
直
接
要
望
し
て

く
だ
さ
い
。

　

町
内
会
又
は
自
治
会
な
ど
の
連

絡
先
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
政
策
課

（
☎
�
９
２
２
０
）

各
支
所
自
治
振
興
課

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
私
た

ち
に
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

れ
、
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
間
違
っ

た
飼
い
方
を
し
て
い
る
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、
犬
・
猫

な
ど
の
飼
い
方
や
し
つ
け
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、
人
と
動

物
が
共
に
幸
せ
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
一
層
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

　

特
に
苦
情
が
多
い
の
は
、
フ
ン

の
放
置
、
鳴
き
声
、
放
し
飼
い
な

ど
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
ち

ん
と
し
つ
け
を
し
て
、
人
も
動
物

も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
街
に
し
ま

し
ょ
う
。

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う

　

犬
の
散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
持
参
し
、
フ
ン
は
持
ち

帰
っ
て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

散
歩
は
必
ず
リ
ー
ド
を
付
け
ま

し
ょ
う

　

犬
を
抑
え
ら
れ
る
人
が
連
れ
て

行
き
、
決
し
て
放
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
放
し
飼
い
は
法
律
、
条
令

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

ま
し
ょ
う

　

飼
い
犬
に
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
れ

ば
屋
内
飼
育
は
可
能
で
す
。
屋
内

で
飼
う
こ
と
で
周
辺
へ
迷
惑
を
か

け
な
い
だ
け
で
な
く
、
事
故
や
感

染
症
か
ら
猫
を
守
り
、
迷
子
防
止

な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

子
猫
た
ち
の
幸
せ
な
一
生
を
約

束
で
き
な
い
場
合
は
、
不
妊
去
勢

手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で
！
終
生
飼
育

を
！

　

動
物
を
飼
う
か
ら
に
は
、
最
期

ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。
犬
や
猫
な
ど
の
動
物
を
捨
て

る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は
…

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
い
わ
ゆ

る
野
良
猫
）
へ
の
エ
サ
の
与
え
方

や
、
そ
の
猫
の
フ
ン
尿
な
ど
に
関

す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
猫
が
迷
惑
な
存

在
だ
か
ら
と
い
っ
て
命
あ
る
動
物

を
捕
獲
し
て
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

お
な
か
を
空
か
せ
た
、
か
わ
い

そ
う
な
猫
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ

と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
当
に
猫
の
こ
と
を

思
う
な
ら
、
自
分
の
家
で
寿
命
が

尽
き
る
ま
で
愛
情
を
持
っ
て
世
話

を
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
エ
サ
を
与
え
る
な

ら
、
近
隣
の
理
解
を
得
て
、
食
べ

残
し
や
フ
ン
尿
の
始
末
、
不
妊
去

勢
手
術
な
ど
、
き
ち
ん
と
猫
の
世

話
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

電
話
で
国
税
局
や
税
務
署
の
職

員
を
名
乗
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
年

金
受
給
調
査
と
称
し
て
、
年
齢
や

家
族
構
成
、
年
金
の
受
給
状
況
、

預
金
残
高
、
口
座
情
報
な
ど
の
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事

例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
？

・
そ
の
場
で
即
答
せ
ず
に
、
相
手

の
所
属
部
署
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
確
認
し
、
い
っ
た
ん
電
話

を
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
近
く
の
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
、

所
属
部
署
な
ど
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署
総
務
課

（
☎
�
０
３
６
０
）

※　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て

「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
不
正
ガ
ソ
リ
ン
」
と
は
、
正

規
の
ガ
ソ
リ
ン
に
ガ
ソ
リ
ン
以
外

の
も
の
（
灯
油
な
ど
）
を
混
ぜ
た

も
の
で
、
車
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

ば
か
り
で
な
く
、
揮
発
油
税
の
脱

税
行
為
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
す
ぐ
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
！

・
ガ
ソ
リ
ン
に
何
か
混
ぜ
て
販
売

し
て
い
る
噂
を
聞
い
た
。

・
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
時
に
、
変
な

臭
い
が
し
た
。

・
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
し
て
か
ら
、

車
の
調
子
が
お
か
し
い
。

問
い
合
わ
せ
先

広
島
国
税
局
「
不
正
ガ
ソ
リ
ン

１
１
０
番
」

（
☎
０
１
２
０
‐
２
８
３
‐
１

１
０
）

犬
・
猫
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

税
務
職
員
な
ど
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
が
相
次
い
で

い
ま
す

不
正
ガ
ソ
リ
ン
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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火
災
の
類
焼
を
防
止
す
る
区
域
と

は
？

　

防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
以

外
の
市
街
地
で
、
火
災
に
よ
る
類

焼
の
防
止
を
図
る
目
的
か
ら
、
県

知
事
が
指
定
す
る
区
域
で
、「
建

築
基
準
法
第
22
条
区
域
」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
区
域
で
は
、
建
築
物

の
屋
根
を
不
燃
材
で
葺
く
な
ど
、

類
焼
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

建
築
基
準
法
第
22
条
区
域
内
の
建
築

物
に
は
、
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す

　

火
の
粉
に
よ
る
建
築
物
の
火
災

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
屋
根

を
不
燃
材
料
で
造
る
か
葺
く
こ
と

な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
木
造
建
築
物
な
ど
は
、

外
壁
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部

分
を
準
防
火
性
能
基
準
に
適
合
す

る
構
造
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

制
限
を
満
た
す
に
は
？

屋
根　
瓦
葺
き
・
金
属
板
葺
き
・

ス
レ
ー
ト
葺
き
な
ど
に
す
る
。

外
壁　

防
火
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
張

り
・
モ
ル
タ
ル
塗
り
・
土
塗
り

壁
な
ど
に
す
る
。

現
在
の
指
定
区
域

浜
田
自
治
区
内
の
用
途
地
域
・

三
隅
自
治
区
内
の
一
部
地
域 

（
三
隅
１
区
～
４
区
）

変
更
後
の
指
定
区
域
（
４
月
１
日

か
ら
変
更
予
定
）

旭
自
治
区
の
用
途
地
域
を
変

更
・
三
隅
自
治
区
で
新
た
に
用

途
地
域
を
指
定
（
予
定
）

※　

こ
の
変
更
に
併
せ
、
浜
田
市

全
て
の
用
途
地
域
に
建
築
基
準

法
第
22
条
区
域
を
指
定
す
る
予

定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

雇
用
促
進
住
宅

　

募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅

募
集
期
間

　

２
月
３
日
㈪
～
10
日
㈪

抽
選
日　
２
月
中
旬

入
居
時
期　
３
月
上
旬

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

市
営
住
宅
の
募
集
住
宅
や
申

込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.ham

adadoken.jp/
bk.s.ham

adasieijyuutaku.htm
l

※　

雇
用
促
進
住
宅
の
入
居
要
件

や
申
込
方
法
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
営
住
宅
・
雇
用
促
進
住
宅
（
国

府
団
地
・
金
城
団
地
）

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

雇
用
促
進
住
宅
（
小
福
井
団
地
・

内
田
団
地
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田

住
宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

団地名（間取り） 所在地
家賃の月額

１・２年目 ３・４年目 ５年目以降
小福井団地１号棟（２Ｋ）

熱田町
15,200円 18,200円 21,300円

小福井団地２号棟（２Ｋ） 17,100円 20,500円 23,900円
内田団地１・２号棟（２ＤＫ）

内田町
20,300円 24,400円 28,400円

内田団地１号棟（３ＤＫ） 24,900円 29,900円 34,900円
金城団地１号棟（３ＤＫ）金城町

七条 25,400円 30,500円 35,600円
金城団地２号棟（３ＤＫ）
敷金　家賃の３か月分

住
宅

火
災
の
類
焼
を
防
止
す
る
区
域

（
建
築
基
準
法
第
22
条
区
域
）

を
変
更
し
ま
す

住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す



15　　　広報はまだ：平成26年２月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

昨
年
実
施
さ
れ
た
羽
田
発
着
枠

政
策
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
３
月
30
日

か
ら
２
年
間
、「
萩
・
石
見
空
港
」

東
京
路
線
の
２
便
化
が
決
定
し
ま

し
た
。
今
回
の
決
定
は
、
向
こ
う

２
年
間
の
増
便
で
、
２
便
化
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
期

間
中
の
利
用
者
数
拡
大
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
東
京
便
が
運
航
さ
れ
る
２

年
間
、
島
根
県
や
利
用
圏
域
で
力

を
合
わ
せ
て
継
続
運
航
と
な
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

運
航
時
刻
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０
）

http://w
w

w
.iw

am
i.or.jp/airport/

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
13
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

　

２
月
27
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
相

談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

日
時　
２
月
４
日
㈫
・
３
月
４
日

㈫　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
増

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　２月28日㈮まで
受託医療機関　江木医院　　　　（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　江木医院　　　　　２月28日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　２月３日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び

クーポン券が送付された人
※　予約が必要です。
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
２月28日㈮まで
毎週月・火・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を

受けられません。
・ペースメーカー装着者（装着側）・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント） 

産
業
・
地
域
活
性
化

子
育
て

健
康
・
福
祉

萩
・
石
見
空
港
の
東
京
路
線

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を

開
設
し
ま
す

東
京
便
の
２
便
化
が

決
定
し
ま
し
た

２月各種がん検診の日程
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広報はまだ：平成26年２月号　　　16

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

0

25

50

75

100

２剤併用療法 ３剤併用療法

２剤：ペグインターフェロン・リバビリン
３剤：上記２剤とシメプレビル

日本肝臓学会Ｃ型肝炎治療ガイドライン（第２版）参考

57%57%

89～92%89～92%

（%）

前回治療後にウ
イルスが再び陽
性となった人の
効果

前回治療中にウ
イルスが消えな
かった人の効果

（%）
0 25 50 75 100

36～51%36～51%

90～97%90～97%

　

今
年
も
、
来
て
、
見
て
、
味
わ

い
、楽
し
め
る「
第
８
回
食
育
フ
ェ

ス
タ
in
浜
田
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分
受
付　
午
前
９
時
15
分
～

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

市
内
料
理
人
に
よ
る
リ

レ
ー
式
料
理
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
・
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

パ
ネ
ル
展
示
・
学
校
給
食
試
食

販
売
・
地
元
食
材
の
販
売　

な

ど
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

※　次回３月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

肝臓は「沈黙の臓器」
　肝臓は「沈黙の臓器」と言われ、症状が現れ
にくいことが特徴で、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス
に感染しても、なかなかＳＯＳを出しません。
　そのため、気付かないうちに慢性肝炎から、
肝硬変、肝臓がんといった重い病気に進行して
いる場合があります。
　早い段階でウイルス感染を発見し、適切な治
療を行うことで完治率が高くなっています。
早期発見と肝炎治療
　島根県や浜田市では、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイル
スの早期発見のため、無料検査を実施していま
す（島根県：通年、浜田市：６月～11月に実施）。
　また、肝炎治療に効果的なインターフェロン
などの治療に対して医療費助成を行っています。
Ｃ型慢性肝炎の新しい治療薬
　昨年11月に新薬「シメプレビル」が保険適用
となり、この「シメプレビル」を含む３剤併用
療法（インターフェロン治療）が、肝炎治療の
助成対象となりました。
シメプレビルを含む３剤併用療法の治療効果
【初回治療の効果（図１）】

【再治療の効果（図２）】

　この治療法は、図１・２のように治療効果が
高く、副作用はこれまでの３剤併用療法から大
きく改善され、従来のインターフェロン治療（２
剤併用療法）と比べても同程度とされています。
　Ｃ型慢性肝炎のセログループ１（ウイルスの
遺伝子型）の患者が対象となります。詳しくは
主治医に相談してください。
島根県の肝炎治療医療費助成制度
　島根県では、肝炎の有力な治療法のインター
フェロン治療や核酸アナログ製剤治療に係る医
療費に対して、負担額を軽減する助成を行って
います（月あたり自己負担限度額１万円又は
２万円）。
問い合わせ先　島根県浜田保健所医事・難病支

援課（☎�５５５４）
三隅自治区のＣ型肝炎医療費助成制度
　三隅自治区では、合併前に旧三隅町に住所が
あり、現在も浜田市に住所がある人を対象に、
Ｃ型肝炎ウイルスの除去を目的としたインター
フェロン治療（保険適用）に対し、医療費の助
成を行っています（月あたり自己負担限度額０
円～４千円）。
　この助成制度は、平成27年度に終了予定です。
問い合わせ先　三隅支所市民福祉課医療保険係

（☎�２８０７）

食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田
を

開
催
し
ま
す

あなたは大丈夫ですか？
肝炎は気付かないうちに進行しています！



17　　　広報はまだ：平成26年２月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象
者　
将
来
就
業
を
希
望
す
る

看
護
職
員
な
ど

日
時　
２
月
12
日
㈬
・
３
月
12
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

対
象　
現
在
、
休
職
中
で
復
職
を

め
ざ
す
歯
科
衛
生
士

日
時　
２
月
23
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

内
容　
訪
問
歯
科
診
療
・
最
新
医

療
に
つ
い
て

講
師　
島
根
県
歯
科
医
師
会
医
療

管
理
部

場
所　
い
わ
み
ー
る
１
０
１
研
修

室
定
員　
40
人
程
度

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
２
月
14
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
２
７
２
５
・

▢FAX
０
８
５
２
�
０
１
９
８
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
い
る
医
師
が
、
病
気
の
予
防

や
医
療
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に

関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

日
時　
２
月
27
日
㈭

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館
研
修
室

テ
ー
マ　
高
齢
者
の
栄
養

講
師　
大
石
和
弘
さ
ん
（
大
石
内

科
医
院
院
長
）

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
係
（
☎
�
９
３
１
０
）

市
医
師
会
（
☎
�
０
９
６
７
）

８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
25
年
度
「
８
０
２
０
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
次
の
と

お
り
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
歯
を
大
切
に
し
、
80

歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
つ
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

優
良
賞

大
田　

千
里
さ
ん
（
長
浜
町
）

大
谷　
　

武
さ
ん
（
熱
田
町
）

大
崎
フ
ジ
ヱ
さ
ん
（
金
城
町
）

西
藤　
　

均
さ
ん
（
三
隅
町
）

平
川　

竹
野
さ
ん
（
三
隅
町
）

歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
で
す
！

　

歯
周
病
は
無
痛
性
の
生
活
習
慣

病
で
す
。
近
年
、
歯
周
病
は
口
の

中
だ
け
で
は
な
く
、
糖
尿
病
や
心

臓
病
な
ど
全
身
の
病
気
に
も
影
響

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
が
歯
を
失
う
一
番
の
原

因
は
歯
周
病
で
す
。
知
ら
な
い
う

ち
に
進
行
し
、
気
付
い
た
と
き
は

手
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
垢
の
た
ま

り
や
す
い
歯
と
歯
茎
の
境
目
や
、

歯
と
歯
の
間
を
歯
ブ
ラ
シ
や
歯
間

ブ
ラ
シ
を
利
用
し
て
、
１
日
１
回

は
時
間
を
掛
け
て
丁
寧
に
磨
き
ま

し
ょ
う
。

　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ

て
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
、
い
き

い
き
と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

介
護
給
付
費
通
知
書
は
、
平
成

25
年
中
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
人
に
、
そ
の
利
用
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
明
細
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
か
ら
の
領
収
書
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
知
書
は
２
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　

浜
田
市
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進

と
病
気
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し

て
、
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

※　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

は
、『
広
報
は
ま
だ
』
４
月
号

で
募
集
予
定
で
す
。

検
査
項
目　
問
診
・
身
体
計
測
・

診
察
・
視
力
検
査
・
眼
底
検

査
・
尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
心

電
図
・
肝
機
能
検
査
・
脂
質
代

謝
検
査
・
腎
機
能
検
査
・
血
液

検
査
・
膵
機
能
検
査
・
血
糖
検

査
・
尿
酸
検
査
・
保
健
指
導
・

総
合
評
価
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭
部
断
層
撮
影
・

Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の
血
管
撮
影
・
神

経
学
的
検
査
・
頸
動
脈
エ
コ
ー

な
ど

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

歯
科
衛
生
士
復
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

浜
田
市
医
師
会
に
よ
る

地
域
医
療
リ
レ
ー
講
座

を
開
催
し
ま
す

い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を

保
ち
ま
し
ょ
う

介
護
給
付
費
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

後
期
高
齢
者
医
療
「
脳
ド
ッ
ク
」
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

胃
の
検
査
・
便
の
検
査
は
あ

り
ま
せ
ん
。

受
診
医
療
機
関　
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
日　
４
月
以
降
（
健
診
セ
ン

タ
ー
と
調
整
の
上
、
決
定
し
ま

す
。）

受
診
対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
及
び

人
工
内
耳
を
使
用
し
て
い
な
い

こ
と

⑷　

磁
石
を
使
用
し
た
歯
科
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
を
装
着
し
て
い
な
い

こ
と

⑸　

閉
所
恐
怖
症
で
な
い
こ
と

⑹　

平
成
23
・
24･

25
年
度
（
過

去
３
年
間
）
に
脳
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
（
受

け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
今
回

の
脳
ド
ッ
ク
に
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。）

定
員　
１
０
０
人

自
己
負
担
額　
４
、
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
２
月
14
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有

効
と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課
「
後
期
脳

ド
ッ
ク
」
係

は
が
き
記
入
例

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

・
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
23
・

24
・
25
年
度
と
も
応
募
し
、
抽

選
の
結
果
落
選
と
な
っ
た
人
の

受
診
を
優
先
し
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
２
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「後期脳ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

保
険
料
が
割
引
に
な
る
「
前
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
前
納
制
度
」に
は
、口
座
振
替
・

現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限

⑴　

１
年
分
（
４
月
～
翌
年
３
月

分
）、
２
年
分
（
４
月
～
翌
々
年

３
月
分
）及
び
前
期
半
年
分（
４

月
～
９
月
分
）
は
２
月
末
ま
で

⑵　

後
期
半
年
分
（
10
月
～
翌
年

３
月
分
）
は
８
月
末
ま
で

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
３
）

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

平成25年度国民年金保険料納付額
※　平成26年度保険料額は未確定です。

納付方法 金額 割引額
毎月納付（納付書による現金納付及
び翌月末振替の口座振替） 15,040円 －

毎月振替【早割】（当月末振替の口座振替） 14,990円 50円
６か月分前納（現金納付） 89,510円 730円
６か月分前納（口座振替） 89,210円 1,030円
１年分前納（現金納付） 177,280円 3,200円
１年分前納（口座振替） 176,700円 3,780円
２年分前納（口座振替） 346,600円 14,360円

　

人
権
課
題
の
早
期
解
決
へ
向
け

て
、
関
係
機
関
や
団
体
と
行
政
が

連
携
し
、
人
権
・
同
和
教
育
や
、

啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
が
、
よ
り

一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
島
根
あ
さ
ひ
社
会

復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
て

５
周
年
を
迎
え
た
節
目
の
年
で
も

あ
り
、
人
権
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る
、
子
ど
も
の
人
権
や
、
刑
を
終

え
て
出
所
し
た
人
の
人
権
に
つ
い

て
、
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
50
分（
予
定
）

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　

詩
が
開
い
た
心
の
扉
～

「
空
が
青
い
か
ら
白
を
選
ん
だ

の
で
す　

奈
良
少
年
刑
務
所
詩

集
」
～

講
師　
寮
美
千
子
さ
ん
（
作
家
・

奈
良
市
在
住
）

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内　

浜
田
市
人
権
・
同
和

人
権

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

教
育
推
進
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
☎
�
９
１
６
０
）

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
施
策
及
び
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20

歳
以
上
の
人
（
平
成
26
年
２
月

１
日
現
在
）

⑵　

男
女
共
同
参
画
に
関
心
を
持

ち
、
委
員
会
（
年
５
回
程
度
、

平
日
開
催
）
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
数　
２
人
以
内

任
期　
２
年
（
平
成
26
年
４
月
～

平
成
28
年
３
月
）

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
、
本
庁
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各

支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　
書
類
選
考

※　

必
要
に
応
じ
て
面
接
も
行
い

ま
す
。

応
募
締
切
日　
２
月
28
日
㈮
必
着

費
用
弁
償
・
報
酬

　

市
の
規
定
に
よ
り
支
払
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
・
▢FAX
�

０
２
１
０
）

　

公
民
館
と
は
、
皆
さ
ん
の
生
涯

学
習
に
役
立
て
る
社
会
教
育
の
た

め
の
施
設
で
す
。
ま
た
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
学
習
や
、
実

践
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
（
本
館
26
館
・
分
館
９

館
）
で
は
、
日
頃
の
公
民
館
活
動

を
知
っ
て
も
ら
い
、
情
報
交
換
を

す
る
た
め
に
、
活
動
研
修
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
８
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
40
分

場
所　
弥
栄
会
館

テ
ー
マ　
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の

あ
り
方
～
今
こ
そ
地
域
の
力
を

発
揮
す
る
と
き
～

・
活
動
実
践
発
表
（
杵
束
・
安
城

公
民
館
の
活
動
発
表
）

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
テ
ー
マ

「
公
民
館
に
お
け
る
防
災
に
つ

い
て
」）

・
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

講
師　

越
田
幸
洋
さ
ん
（
学
者

融
合
研
究
所
代
表
）

・
活
動
パ
ネ
ル
展
示 

（
各
公
民
館

の
活
動
内
容
の
展
示
）

料
金　
無
料

※　

２
月
８
日
㈯
は
、「
公
民
館

活
動
研
修
交
流
会
」
開
催
の
た

め
、
公
民
館
（
本
館
26
館
・
分

館
９
館
）
は
、
全
館
休
館
と
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
�
９
７
２
０
）

　

学
校
施
設
を
利
用
し
、
年
間
を

通
じ
て
定
期
的
な
活
動
を
予
定
し

て
い
る
団
体
は
、
説
明
会
に
出
席

し
、
登
録
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

平
成
26
年
度
か
ら
の
新
規
利

用
で
登
録
を
希
望
す
る
団
体

は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

浜
田
自
治
区

日
時　
２
月
24
日
㈪

　

午
後
７
時
～

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

三
隅
自
治
区

日
時　
３
月
４
日
㈫

　

午
後
７
時
～

場
所　
三
隅
支
所
３
階
集
会
室

※　

金
城
・
旭
・
弥
栄
自
治
区
内

の
学
校
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
各
支
所
教
育
委
員

会
分
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

開
放
す
る
施
設

体
育
施
設　
小
学
校
・
中
学
校
の

体
育
館
（
一
部
校
庭
）

※　

有
福
小
・
国
府
小
を
除
き
ま

す
。

文
化
施
設　
第
四
中
・
三
隅
中
・

三
階
小
・
弥
栄
小
・
原
井
幼
稚

園

※　

そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
る
施
設

が
異
な
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
者　

市
内
の
団
体
で
、

学
校
施
設
を
年
間
通
じ
て
定
期

的
に
利
用
す
る
団
体

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
）

各
支
所
教
育
委
員
会
分
室

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

浜
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

浜
田
市
公
民
館
活
動
研
修

交
流
会
を
開
催
し
ま
す

学
校
施
設
開
放
事
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
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浜
田
市
消
防
出
初
め
式
及
び
各
自
治
区
の
出
初
め
式
が
、
１
月
５
日
㈰
に
各
会
場
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
式
典
で
は
、
消
防
団
員
の
各
種
表
彰
と
機
敏
な
動
作
に
よ
る
礼
式
が
披
露
さ
れ
、
災
害
の

な
い
浜
田
市
を
誓
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後
と
も

大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◀三隅自治区消防出初め式
（１月５日㈰　三隅中央公園多目的広場）
隊長以下162人の団員が参加
防火パレードを実施

▲浜田市消防出初め式
（１月５日㈰　東公園ふれあい広場）
団長以下319人の団員が参加
力強く分列行進をする消防団員

◀
金
城
自
治
区
消
防
出
初
め
式

（
１
月
５
日
㈰　
金
城
総
合
運
動
公
園
）

副
団
長
下
１
１
２
人
の
団
員
が
参
加

緊
張
感
あ
ふ
れ
る
通
常
点
検

◀
旭
自
治
区
消
防
出
初
め
式

（
１
月
５
日
㈰　
今
市
小
学
校
校
庭
）

副
団
長
以
下
８7
人
の
団
員
が
参
加

一
斉
放
水
を
披
露

◀弥栄自治区消防出初め式
（１月５日㈰　弥栄会館）
副団長以下79人の団員が参加
地域防災活動に貢献している団員が表彰されました

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い 平成26年 消防出初め式

新
年
の
決
意
新
た
に

～
今
年
一
年
の
防
火
・
防
災
を
誓
う
～
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出席者全員での記念撮影や、久しぶりに
出合った友達と思い出話で盛り上がりま
した

小川碧さん（左）と安永將人さん（右）が、新成人を
代表して抱負を述べました

　平成26年成人式が、浜田・金城・旭の３会場で
行われました。それぞれの会場には、浜田359人・
金城32人・旭18人の参加がありました。

新成人の門出を祝い、出席者全員で記念撮影

新
成
人
を
代
表
し
、
謝
辞
を

述
べ
る
出
葉
ひ
か
り
さ
ん

久しぶりの再会に笑顔

新成人を代表し、岡本もなみさんが決意表明をしました 地域の皆さんによる呈茶によるお祝いの後、全員で記念撮影
を行いました

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い平成26年 成人式(浜田・金城・旭自治区)

浜田自治区 月日　１月１2日㈰
場所　石央文化ホール

金城自治区 月日　１月４日㈯
場所　みどりかいかん

旭自治区 月日　１月４日㈯
場所　旭センター
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　12月25日㈬、おせち料理講習会が今福公民館で開催されまし
た。この講習会では、手作りする家庭が少なくなってきたおせ
ち料理を、家庭でも手軽に作ってもらえるようにと開かれたも
ので、身近な材料を使って、簡単に作ることができるメニュー
が紹介されました。
　参加者は４班に分かれて、海老巻き寿司など10品の調理、試
食を行い、「とてもおいしい。ぜひ家でも作ってみたい」「盛り
付け方など豪華に見せるひと工夫も参考になった」と、家庭で
の実践に向けて意欲を見せていました。

　12月26日㈭、「餅つき交流会」が岡見公民館で開催されました。
　この行事は、岡見公民館と地域ボランティアの人たちが協力
し行っているもので、年末の恒例行事となっています。
　今回は岡見地区の児童33人が参加。みんなで「よいしょっ！」
と声を掛け合いながら順番に餅つき体験をしました。
　ついたお餅は平餅にして、きなこやあんこを付けて食べまし
た。

　１月３日㈮、初歩き三階山登頂ウォーキングが三階小学校を
発着点にして行われました。
　これは、歩く健康づくりを目的に浜田市ウォーキング協会が
開催しているもので、今回で８回目となります。
　当日は、冬空を忘れさせるような青空が広がり、市内外から
参加した約70人は、みんなそろって新春の三階山の頂上までの
10㎞を歩きました。
　参加者は「登りは辛かったけどとても楽しく歩けた」「天気
が良く気持ちよかった」と笑顔で話していました。

味も見た目も最高です！

みんなで平餅を作りました

山頂まであと少し

　１月１日㈷、「元旦走ろう会」が浜田市役所弥栄支所周辺で
開催されました。これは、地元の陸上団体「弥栄走友会」が地
域おこし、健康増進などを目的に始めたもので、今年で14回目
を迎えました。
　寒空の下、小学生から60代までのランナーが参加し、約４～
10㎞を走った後、近くの長安八幡宮に初詣をしました。
　また、地元有志が作った豚汁を食べながら、「今年はタイム
を縮められるよう頑張りたい」などと今年の目標を発表し、今
年の走りに意欲を見せていました。寒空の下、元気に走るランナー

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

粘りのある子どもに！
～ 餅つき交流会in岡見公民館 ～

みすみ

“お手軽おせち”いかがですか？
～ 今福公民館　おせち料理講習会 ～

かなぎ

三階山までの道のりを歩く
～ 初歩き三階山登頂ウォーキング ～

はまだ

やさか新年の走り初め
～ 元旦走ろう会 ～
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　12月22日㈰、「お茶＋少し気の早い地の年越しそばDe交流会」
が昨年の３月に閉校した旧木田小学校の校舎で行われました。
　この催しは木田地区振興協議会が築77年の木造校舎を「食を
テーマにした交流の場」として役立てようと企画したもので、
当日は町内外から約30人が訪れ、書院造りの作法室でお茶を楽
しんだ後、地元の食材を使ったそばや角寿司を味わいました。
　旧木田小学校は校舎の一部を改修し、カフェや木田地区特産
の赤梨を加工した商品の販売を行うなど、地域活性化の拠点施
設として生まれ変わります。 作法室でお茶を楽しむ来場者

　12月15日㈰、「自然と遊ぼう！矢竹を使って小物づくり」が
三隅公民館で開催されました。
　これは、三隅地区の生涯学習推進セミナーの一環として行わ
れたもので、約30人が参加しました。
　４回目となる今回は、矢竹と呼ばれる弓矢の矢や筆の軸など
に使われる細い竹を利用して、楽器や風鈴、花瓶敷などを作り
ました。また、この日は廃材を利用したベンチも作成し、でき
あがったベンチは、地元の高

たかじょうざん

城山の保全・整備に役立たせるた
め、山頂に設置する予定です。矢竹を使い思い思いの作品を作ります

　12月20日㈮、国府小学校児童が市役所を訪れ、学校で作った
「特大年賀状」を久保田市長に手渡しました。
　国府小学校では、昭和61年から毎年特大年賀状を手作りして
おり、地域の人たちに日頃の感謝の気持ちを伝えようと全校児
童が手分けをして、市役所や郵便局などに届けています。
　市役所に届けられた年賀状は、平成26年の干支の午をフェル
トで貼り付けていて、班長の鎌田茜さんからは「市長が眼鏡を
かけているので馬にも眼鏡を付けました」と説明して市長へ手
渡しました。

　12月19日㈭、しめ縄づくり交流会が第四中学校で行われまし
た。この日は、美川幼稚園、美川小学校、第四中学校の児童生徒、
四中出身の高校生と地域の皆さんの約160人が参加しました。
　参加者たちは、材料の譲り葉、裏白、橙が持つ意味について
説明を受けたあと、しめ縄作りに取り掛かりました。
　地域の人から指導を受けながら作る子どもたちや、中高生が
園児と一緒に作る姿などが見られ、楽しい交流会となりました。
　参加した生徒たちは、「難しかったけど、上手にできた」「お
正月は家に飾りたい」と話していました。

特大年賀状を市長へ手渡しました

できないところは、お手伝いしてもらいました

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

廃校舎を地域交流施設に
～ お茶＋少し気の早い地の年越しそばDe交流会 ～

あさひ

自然と遊ぼう！矢竹を使って小物づくり
～ 三隅地区生涯学習推進セミナー ～

みすみ

地域に感謝し、特大年賀状を配達
～ 国府小学校児童が市長を訪問 ～

はまだ

はまだ世代間交流で新年を迎える
～ しめ縄作り交流会 ～
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　12月１日㈰、あさひみんなの発表会が旭センターで開催され
ました。この催しは旭自治区公民館連絡協議会の主催で今年で
３回目の開催となり、約250人の来場者でにぎわいました。
　当日は12の団体、個人が多彩な芸を披露しました。
　また、３月に閉校となる和田小学校はダンス、市木小学は来
州太鼓をステージいっぱいに繰り広げ会場を沸かせました。
　フィナーレでは、出演者と来場者が「ふるさと」を歌い閉会
しました。

　12月３日㈫、祖父母交流会が弥栄小学校で行われました。
　これは地元の食材を使用して子どもたちの興味や関心を高め
てもらおうと開かれたもので、参加した５・６年生は、食生活
改善推進委員の丁寧な指導を受けながら、家庭科の学習を活

い

か
して季節の食材を使った酢の物や、うずめ飯を作りました。
　児童からは「おいしくて簡単にできたから、家でも作ってみ
たい」と話しており、楽しくておいしい交流会になりました。

来州太鼓を披露する市木小学校の児童

　12月４日㈬、金城地区福祉施設防災等連絡会の消防訓練が浜
田市高齢者生活福祉センター・さんあいホームで行われました。
　この連絡会は、昨年３月の福祉施設周辺の火災で、入所者全
員が一時避難したことを機に、金城地区の福祉施設が連携して
緊急時の協力体制を構築しようと８月に発足したものです。
　この日は、さんあいホームの消防訓練に合わせて、連絡会へ
の応援要請や、応援に駆け付けた他施設職員による入居者の避
難介助訓練が行われました。連絡会では、今後も消防訓練など
を行い、施設同士の連係を強化することにしています。

　12月６日㈮、ガーデニング教室が雲城公民館で開催されまし
た。参加者は、玄関先を華やかにできる寄せ植えの手法を学ぼ
うと、この日は、鉢へ「ビオラ」など７品種の寄せ植えに挑戦
しました。講師からは、品種ごとに根の処理方法が異なること
や、細い棒を使って丁寧に隙間なく土を敷き詰めることなどの
アドバイスがありました。
　参加者は、花の配置に苦心しながらも、サンタクロースの飾
り付けなど、色とりどりの作品を完成させました。

華やかな寄せ植えに挑戦

指導を受けて手際よく調理できました

避難介助訓練にあたる福祉施設の職員

♥Town Topicsま ち の わ だ い

各種団体が多彩な芸を披露
～ あさひみんなの発表会 ～

あさひ

災害に備えて協力体制を確認
～ 金城地区福祉施設防災等連絡会 ～

かなぎ

祖父母との交流会
～ つながりを大切に ～

やさか

年末年始は寄せ植えで“お出迎え”
～ 雲城公民館 ガーデニング教室 ～

かなぎ
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11
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、

島
根
県
立
大
学
講
堂
で
「
北
東
ア
ジ

ア
の
地
域
交
流
―
古
代
か
ら
現
代
、

そ
し
て
未
来
へ
―
」
と
題
し
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

国
内
外
か
ら
招
い
た
11
人
の
研
究
者

及
び
本
学
教
員
７
人
に
よ
る
研
究
成

果
の
報
告
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
が
活
発
に
行
わ
れ
、
多
彩
な
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
本
学
の
在
学
生
・
教

職
員
な
ど
２
日
間
で
延
べ
約
２
５
０

人
が
集
い
、
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま

し
た
。

10
月
30
日
に
太
平
洋
島
嶼
国
（
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
フ
ィ
ジ
ー
共
和

国
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
・
パ

ラ
オ
共
和
国
・
ニ
ウ
エ
）
の
学
生
が

来
学
し
、
学
長
表
敬
及
び
学
生
交
流

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
日
本
政
府
が
実
施

す
る
青
少
年
交
流
事
業
（
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
２
・
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に

よ
り
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
（
公
益
社
団
法
人

青
年
海
外
協
力
協
会
）
が
南
太
平
洋

大
学
（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
の
学
生
を
日
本
に

招
聘
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
本
学

を
訪
問
す
る
も
の
で
す
。

　

訪
問
学
生
た
ち
は
、
学
長
表
敬
で

は
本
田
学
長
と
英
語
に
よ
る
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。学
生
交
流
で
は
、

踊
り
な
ど
の
自
国
の
伝
統
文
化
を
披

露
し
、
茶
道
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
を

通
し
て
日
本
文
化
体
験
を
し
ま
し

た
。

　

浜
田
で
学
ん
だ
学
生
た
ち
は
、
地

域
に
関
心
を
持
ち
、
様
々
な
視
点
か

ら
卒
業
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 島根県立大学本部棟　正面玄関にて

　

卒
業
（
修
了
）
す
る
学
生
が
作
成

し
た
卒
業
研
究
・
論
文
に
は
、
地
域

振
興
や
地
域
活
性
化
に
関
す
る
テ
ー

マ
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地

域
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、「
地
域
振
興
に
関
す

る
提
言
を
含
む
優
秀
卒
業
研
究
・
論

文
の
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
14
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
島
根
県
立
大
学

　
　
　

講
義
・
研
究
棟
大
講
義
室
１

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

シンポジウム講演者集合写真

　

県
立
大
学
で
は
、
地
域
貢
献
・
施

設
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
施
設
を
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
開
放
し
て
い
る
主
な

施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
手
続
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

（
☎
�
２
２
０
０
）

施設名 使用料
(円／時間)

光熱水費
(円／時間)

講堂
ホール 2,920

通　　　常 1,530
空調使用時 8,170

ミーティングルーム 320
通　　　常 30
空調使用時 130

交流
センター

コンベンションホール 1,610
通　　　常 520
空調使用時 740

研修室（全室） 700
通　　　常 130
空調使用時 240

昨年度の発表会の様子
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vol.124
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

大
学
施
設
の
開
放
に
つ
い
て

青
年
海
外
協
力
隊（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）

の
招
聘
に
よ
り
、
太
平
洋
島と

う

嶼し
ょ

国こ
く

の
学
生
が
来
学
し
ま
し
た

「
第
11
回
地
域
振
興
に
関
す
る

提
言
を
含
む
優
秀
卒
業
研
究
・

論
文
の
発
表
会
」
の
お
知
ら
せ

『
島
根
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
』
を
開
催
し
ま
し
た
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石
正
美
術
館
本
館
で
は
、「
石
本

正
の
ア
ト
リ
エ
Ⅲ
」を
開
催
中
で
す
。

２０
歳
の
時
に
現
浜
田
市
三
隅
町
を
離

れ
て
以
来
、
日
本
画
家
・
石
本
正

（
９３
歳
）
は
ず
っ
と
京
都
を
拠
点
に

制
作
し
て
き
ま
し
た
。
絵
具
の
染
み

つ
い
た
ア
ト
リ
エ
の
床
に
は
、
岩
絵

具
の
入
っ
た
い
く
つ
も
の
大
き
な
瓶

が
無
造
作
に
置
か
れ
、
手
垢
や
木
炭

で
黒
く
な
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が

何
十
冊
も
片
隅
に
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ト
リ
エ
の
中
で
、
画
家
は

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
に
様
々
な
物

語
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。
本
展
で
展

示
す
る
作
品
を
通
し
、
過
去
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
、
様
々
な
画
家
の

姿
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
館
で
は
、
企
画
展
「
い
の
り 

～
画
家
が
絵
に
込
め
た
想
い
～
」
を

開
催
中
で
す
。
本
展
で
は
、
石
本
正

を
含
む
９
人
の
画
家
が
描
い
た
、
心

の
中
に
あ
ふ
れ
る
「
言
葉
に
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
想
い
」
を
形
に
し
た

作
品
の
数
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

会
期　
３
月
１４
日
㈮
ま
で

料
金

　

一
般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
（

）は
団
体
料
金

※　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
し
ま
ね
家

　

庭
の
日
）
は
、
家
族
連
れ
の
入
場

者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無
料

で
す
。

　《本館・新館展示室》
【本館】
企画展「石本正のアトリエⅢ」
　３月１４日㈮まで
【新館】
企画展「いのり～画家が絵に込めた想
い～」
　３月１４日㈮まで

《ギャラリー展示》
三隅中学校美術展
　２月１日㈯～１４日㈮
平成２５年度石正美術館絵画教室展
前期（日本画・初めての日本画教室）
　２月１５日㈯～２８日㈮

 《イベント情報》
ちいさな音楽会
　２月１６日㈰　午後２時～３時３０分

　この教室は、石本が「絵を描くよろこび」を多くの人に
伝えたいと願い、開館時より始まりました。ここには「絵
を描くよろこび」が満ちています。全国各地からやってく
る人たちと一緒に楽しく絵を描きませんか。
日時　３月８日㈯・９日㈰　要予約
場所　石正美術館創作室
料金　７、０００円
定員　先着30人（２月１５日㈯から受付を開始します。）

　ちいさな町に住む、ちいさなピアニストたちによる、ち
いさな音楽会です。
日時　２月１６日㈰　午後２時～３時30分
場所　石正美術館創作室
料金　無料

問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

石本正「夢」1983年

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎石本正絵画教室（裸婦デッサン会）
　参加者募集

◎ちいさな音楽会
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11
月
の
イ
ベ
ン
ト

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、現
在
、

地
元
浜
田
市
と
世
界
各
国
の
子
ど
も

た
ち
の
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

１７
回
目
と
な
る
本
展
も
子
ど
も
た

ち
の
夢
や
想
い
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ

た
作
品
を
実
際
に
触
っ
て
体
験
で
き

る
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
作
者
の
制

作
意
図
を
楽
し
み
な
が
ら
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
と
あ
っ
て
、
大
人
気

の
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
海
外
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た

平
面
作
品
で
は
、
技
法
や
色
使
い
、

生
活
様
式
の
違
い
を
う
か
が
え
る
貴

重
な
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
い
っ
ぱ
い
な
作
品
の
数
々
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

会
期　
２
月
１６
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　
　

５
０
円

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
バ
ン
ブ
ー
ダ

ン
ス
を
た
の
し
も
う
！

◎
２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

出
演　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

ワ
ー
ル
ド
☆
サ
ロ
ン　
外
国
の
お
話

を
し
た
り
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
よ
う
！

◎
２
月
11
日
㈷

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
展
覧
会
第
４
展
示
室

出
演　
青
年
海
外
協
力
隊

※　

展
覧
会
の
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
赤
オ
ニ
の
ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん
》

　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
入
れ
た
ク

レ
ー
プ
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
！

◎
２
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
手
づ
く
り
民
族
楽
器
》

　

身
近
な
も
の
を
使
っ
て
世
界
の
楽

器
を
作
る
よ
。

◎
２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

２
月
の
休
館
日

月
曜
日　
３
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日

振
替　
12
日
㈬

展
示
替　
18
日
㈫
～
21
日
㈮

《
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
ブ
ー
ケ
》

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
お
花
を
作
っ
て

花
束
の
よ
う
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
よ
。

◎
２
月
11
日
㈷

講
師　
オ
ー
ギ
カ
ナ
エ
さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
パ
ズ
ル
》

　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
サ
イ
コ
ロ
型
の
パ

ズ
ル
を
作
ろ
う
。

◎
２
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
神
楽
面
に
絵
つ
け
》

　

展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
神
楽
面
作
り

の
先
生
に
教
え
て
も
ら
う
よ
。

◎
２
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

講
師　
エ
ク
ス
和
紙
の
館

参
加
費　
１
人
４
０
０
円

■
石
見
神
楽
公
演

　
「
カ
グ
ラ
！
展
」
に
あ
わ
せ
て
、

神
楽
公
演
を
行
い
ま
す
。

◎
２
月
23
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

※　

出
演
団
体
は
未
定
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
石
見

地
方
で
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
、
郷
土

の
人
々
の
生
活
と
共
に
息
づ
い
て
き

た
「
石
見
神
楽
」
を
は
じ
め
「
石
州

和
紙
」、「
長
浜
人
形
」
な
ど
、
今
日

の
浜
田
を
築
き
上
げ
て
き
た
様
々
な

文
化
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
も
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の

神
楽
体
験
が
で
き
る
舞
台
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

会
期　
２
月
２２
日
㈯
～
３
月
２３
日
㈰

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.206

有

料

広

告

第
１７
回
浜
田
こ
ど
も

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

カ
グ
ラ
！

石
見
神
楽
と
浜
田
の
伝
統
展

２
月
の
イ
ベ
ン
ト
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

　「怒り　（上）（下）」吉田修一著、中央公論社

　2011年８月、東京八王子郊外で殺人事件が発生。現場には血文字「怒」
が残されていた。容疑者は逃亡し、事件から１年後、物語は始まる。
房総半島、東京、沖縄の離島の三か所に前歴不詳の３人の男がそれぞ
れ現れる。容疑者を追う刑事、捜査から明らかになる容疑者の不思議
な生い立なども描かれ、衝撃のラストシーンを迎える。

金
城
図
書
館

☆
お
は
な
し
会

日
時　
２
月
14
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館
　

☆
ぶ
っ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
２
月
５
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

※　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

三
隅
図
書
館

☆
お
は
な
し
会

日
時　
２
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

※　

毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

☆
ぺ
た
ぺ
た
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お

は
な
し
の
へ
や
に
あ
る
パ
ネ
ル
の

飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル

及
び
三
隅
図
書
館
の
多
目
的
室
な

ど
、
多
目
的
施
設
の
年
間
利
用
調

整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
12
日
㈬

　

午
後
７
時
～
９
時

場
所　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

対
象

①　

図
書
館
と
連
携
・
協
力
し
て

読
書
活
動
の
推
進
に
取
り
組
む

意
思
が
あ
り
、
年
間
を
通
し
て

定
期
的
に
多
目
的
施
設
の
利
用

を
希
望
す
る
団
体
な
ど

②　

そ
の
ほ
か
、
年
間
を
通
し
て

定
期
的
に
多
目
的
施
設
の
利
用

を
希
望
す
る
団
体
な
ど

※　

各
団
体
か
ら
代
表
者
１
～
２

人
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

①
に
該
当
す
る
団
体
な
ど
は
、

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
無
料

で
多
目
的
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

☆
お
は
な
し
会

　

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
か
ら
お

は
な
し
の
へ
や
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

☆
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

●
子
ど
も
映
画
会

日
時　
２
月
16
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

タ
イ
ト
ル　
あ
ら
い
ぐ
ま
ら
ス
カ

　

ル
●
図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
２
月
23
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

タ
イ
ト
ル　
コ
ン
タ
ク
ト

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
と
お

り
休
館
し
ま
す
。
各
館
に
よ
っ
て

休
館
日
は
異
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
蔵
書
点
検
は
通
常
の
図

書
館
休
館
も
活
用
し
て
行
う
た

め
、
従
来
ど
お
り
休
館
し
ま
す
。

※　

２
月
25
日
㈫
の
移
動
図
書
館

に
つ
い
て
は
予
定
ど
お
り
運
行

し
ま
す
。

中
央
図
書
館

　

２
月
25
日
㈫
～
28
日
㈮

金
城
図
書
館

　

２
月
19
日
㈬

旭
図
書
館

　

２
月
18
日
㈫

弥
栄
図
書
館

　

２
月
17
日
㈪

三
隅
図
書
館

　

２
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
10
日
㈪
・
24
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

図書館情報

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
の

お
知
ら
せ

分
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

多
目
的
施
設
の
利
用
調
整

会
議
を
開
催
し
ま
す

おすすめの一冊！
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日　
２
月
８
日
㈯

受
付　
午
後
３
時
30
分
～
４
時

場　
大
佐
ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

前
ゲ
レ
ン
デ

種
目　
大
回
転
競
技
（
２
本
の
合
計

タ
イ
ム
）

部
門　
小
学
校
１
～
３
年
生
男
女
・

小
学
校
４
～
６
年
生
男
女
・
中
学

生
男
女
・
高
校
生
一
般
男
女
・
シ

ニ
ア
男
女
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男
女

料　
５
０
０
円

申
込
方
法　
当
日
、
現
地
で
受
け
付

け
ま
す
。

問　
竹
田
進
吾
さ
ん

（
☎
�
２
６
０
６
）

１
部
（
５
㎞
）

Ａ
＝
中
学
校
卒
業
～
20
歳
未
満
男
子

Ｂ
＝
20
歳
以
上
～
30
歳
未
満
男
子

Ｃ
＝
30
歳
以
上
～
40
歳
未
満
男
子

Ｄ
＝
40
歳
以
上
～
50
歳
未
満
男
子

Ｅ
＝
50
歳
以
上
～
60
歳
未
満
男
子

Ｆ
＝
60
歳
以
上
男
子

Ｇ
＝
中
学
校
１
年
生
男
子

Ｈ
＝
中
学
校
２
・
３
年
生
男
子

２
部
（
３
㎞
）

Ｉ
＝
一
般
・
高
校
生
女
子

Ｊ
＝
中
学
生
女
子

３
部
（
２
㎞
）

Ｋ
＝
小
学
校
４
～
６
年
生
男
子

Ｌ
＝
小
学
校
４
～
６
年
生
女
子

４
部
（
１
㎞
）

Ｍ
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小
学
生
を
含
む

家
族
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
で
、
５

人
以
内)

Ｎ
＝
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
を
含
む
団

体
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
で
、
５
人

以
内)

日　
３
月
２
日
㈰

受
付　
午
前
８
時
40
分
～
９
時

場　
浜
田
市
陸
上
競
技
場
（
発
着
）

料　
一
般　
　

２
、
０
０
０
円

　
　

高
校
生　

１
、
０
０
０
円

　
　

中
学
生　
　
　

５
０
０
円

　
　

小
学
生　
　
　

３
０
０
円

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
２
月
10
日
㈪
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
陸
上
競
技

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※　

申
込
み
に
併
せ
て
、
参
加
料
を

郵
便
振
替
で
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
‐
５

‐
７
２
９
４
５
浜
田
市
陸
上
競
技

協
会
）。

http://w
w

w
16.ocn.ne.jp/~ha

m
ariku/

申
・
問　
第
二
中
学
校
内　

浜
田
ロ

　

ー
ド
レ
ー
ス
大
会
事
務
局　

小
谷

信
介
さ
ん
（
☎
�
１
２
６
８
）

Em
ail:rodo@

royal.ocn.ne.jp

　

２
年
間
の
学
園
生
活
で
生
き
が

い
・
仲
間
づ
く
り
と
地
域
活
動
参
加

の
た
め
の
知
識
を
習
得
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

内
容　

総
合
講
座
及
び
専
門
講
座

（
社
会
文
化
・
園
芸
・
陶
芸
・
健

康
福
祉
の
４
教
科
か
ら
選
択
）

対
象　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

で
、
地
域
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

卒
業
後
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る

人
（
60
歳
以
上
の
人
が
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
満
58
歳
以
上
の

人
も
可
）　

場　
い
わ
み
ー
る

料　
入
学
金　
　

１
０
、
０
０
０
円

　
　

授
業
料
年
額
１
８
、
０
０
０
円

※　

そ
の
ほ
か
資
料
代
・
教
材
費
が

別
途
必
要
で
す
。　

修
学
期
間

　

２
年
間
（
平
成
28
年
３
月
ま
で
）

※　

年
間
の
登
校
日
数
は
40
日
程
度

で
す
。

申
込
締
切
日　
２
月
28
日
㈮

申
込
方
法　
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
要
項
・
願
書
は
、
く
に
び

き
学
園
西
部
校
又
は
浜
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
く
に
び
き
学
園
西
部
校
事

務
局
【
〒
６
９
７
‐
０
０
１
６　

　

野
原
町
１
８
２
６
‐
１
い
わ
み
ー

　

る
内
（
☎
�
９
３
３
６
）】 

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

第
７
回
浜
田
市
民

ス
キ
ー
大
会
参
加
者

第
31
回
浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
参
加
者

く
に
び
き
学
園
西
部
校
新
入
生

～
高
齢
者
の
学
び
と
交
流
の
場
～

募

集

まちかど
　　　伝言板
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【
予
備
自
衛
官
補
】

　

ふ
だ
ん
は
社
会
人
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
予
備

自
衛
官
候
補
と
し
て
採
用
し
、
所
定

の
訓
練
終
了
後
に
予
備
自
衛
官
と
し

て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

採
用
時
期　
７
月
１
日
㈫

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈬
ま
で

一
般
公
募

応
募
資
格　
７
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
34
歳
未
満
の
人

試
験
日　
４
月
11
日
㈮
か
ら
15
日
㈫

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し

ま
す
。

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

技
能
公
募

応
募
資
格　
７
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
保

有
す
る
技
能
に
応
じ
る
年
齢
ま
で

の
人
（
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
）

試
験
日　
４
月
11
日
㈮
か
ら
15
日
㈫

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し

ま
す
。

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯

地
（
兵
庫
県
）
又
は
、
陸
上
自
衛

隊
海
田
市
駐
屯
地
（
広
島
県
）

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
・
技
術
幹
部

候
補
生
】

　

一
般
大
学
か
ら
進
む
幹
部
候
補
生

コ
ー
ス
で
す
（
海
・
空
自
衛
隊
の
飛

行
要
員
及
び
海
上
自
衛
隊
の
技
術
要

員
が
含
ま
れ
ま
す
）。

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
曹
長

に
任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補
生
と
し
て

一
定
期
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
３

等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
し
幹
部
自

衛
官
と
な
り
ま
す
。

採
用
時
期

　

平
成
27
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈯
～
４
月
25
日
㈮
必
着

応
募
資
格

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
22
歳

未
満
の
人
は
大
学
卒
業
及
び
卒
業

見
込
み
の
人
な
ど
）

・
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込

み
含
む
。）
は
28
歳
未
満
の
人

※　

年
齢
は
、
全
て
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
で
す
。

第
１
次
試
験

　

筆
記
試
験　

５
月
10
日
㈯

※　

飛
行
要
員
希
望
者
は
、
５
月
10

日
㈯
・
11
日
㈰
に
な
り
ま
す
。

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

※　

飛
行
要
員
の
操
縦
適
性
検
査
は
、

松
江
地
方
合
同
庁
舎
で
す
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane

　

都
市
農
村
交
流
や
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
人
を
対
象
に
、
地
域
の
魅

力
や
楽
し
み
方
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
「
地
域
案
内
」
の
イ
ロ
ハ
を
学

ぶ
研
修
会
で
す
。

日　
２
月
８
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
弥
栄
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会

室
講
師　

鈴
木
達
志
さ
ん
（
伊
豆
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
代
表
）

定　
30
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
２
月
６
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
弥
栄
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
１
１
２
）

　

福
祉
・
介
護
分
野
で
就
職
が
内
定

し
て
い
る
人
や
、
就
職
を
希
望
し
て

い
る
人
で
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。
福
祉
職
場
で

働
く
た
め
に
必
要
な
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
介
護
技
術

の
基
本
を
就
職
前
に
も
う
一
度
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日　
①
３
月
11
日
㈫

　
　
　

マ
ナ
ー
講
習

　
　

②
３
月
13
日
㈭
、
14
日
㈮

　
　
　

介
護
技
術
講
習

場　
い
わ
み
ー
る

定　
①
40
人

　
　

②
20
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
２
月
28
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
持
参
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
島
根
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
石
見
分
室
に
あ
り
ま
す
。

※　

参
加
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

　

ー
石
見
分
室
【
〒
６
９
７
‐
０
０

　

１
６　

野
原
町
１
８
２
６
‐
１
い

わ
み
ー
る
内 

（
☎
�
９
３
４
０
）】 

　

市
内
16
社
が
参
加
し
、
浜
田
港
で

獲
れ
た
鮮
魚
や
弥
栄
の
杵
つ
き
餅
、

石
見
焼
の
ロ
ク
ロ
の
実
演
、
浜
田
産

焼
き
芋
の
販
売
な
ど
行
い
ま
す
。

有

料

広

告

資
格
・
試
験

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

教
室
・
講
座

予
備
自
衛
官
補

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

案
内
人
研
修
会

ふ
く
し
の
職
場

就
職
準
備
研
修
参
加
者

見
て
。さ
わ
っ
て
。味
わ
っ
て
。

浜
田
づ
く
し
な
２
日
間

浜
田
物
産
展
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小
字
か
ら
地
形
や
歴
史
の
真
相
を

探
る
「
不
思
議
な
小
字
の
世
界
」。

名
字
の
起
源
や
浜
田
に
多
い
名
字
の

理
由
に
迫
る
「
氏う

じ

と
姓か

ば
ね

」。
二
つ
の

楽
し
い
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

日　
２
月
９
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

一
輪
車
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

D
A

IK
I

と
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ

ユ
登
録
ク
ラ
ウ
ンC

H
EEK

Y

の
大

道
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　

本
物
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
技
を
間

近
で
観
ら
れ
て
、
そ
の
技
を
教
え
て

も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

日　
２
月
11
日
㈷

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

講
師　
チ
ィ
キ
ィ
＊
パ
ー
ク
ゥ

（W

ウi

ィt

ッt

テy ィ
ー L

ルo

ッo

クk
:D

ダA

イI

キK
I

＆

C

チH

ィE

キE

ィK
Y

）

対
象　
年
少
～
お
と
な

料　
５
０
０
円

定　
先
着
30
人

申
込
締
切
日　
２
月
10
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
３
９
６
）

　

青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
の
一
環

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日　
２
月
11
日
㈷

　

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

　
　

小
・
中
学
生
・
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

問　
浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

一
緒
に
餅
つ
き
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
つ
き
た
て
の
お
餅
は
持
ち
帰
り

で
き
ま
す
。

日　
２
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定　
先
着
親
子
20
組

料　
親
子
１
組
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
な
ど
必
要

な
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
２
月
19
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て

講
師　
盛
谷
直
之
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
泌
尿
器
科
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
０
９
６
）

　

販
売
活
動
を
通
じ
て
働
く
意
欲
を

育
て
る
と
と
も
に
、
日
頃
の
学
習
の

成
果
を
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
作
業
学
習
製
品
の

展
示
販
売
と
、
各
作
業
班
の
紹
介
パ

ネ
ル
展
示
を
し
ま
す
。

日　
２
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
催
事
場

問　
浜
田
養
護
学
校

（
☎
�
２
２
０
０
）

　

浜
田
公
民
館
「
き
ら
め
き
座
」
が
、

演
劇
・
ダ
ン
ス
・
舞
踊
・
手
話
な
ど
、

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日　
２
月
22
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

日　
２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
ゆ
め
広
場

※　

お
楽
し
み
企
画
と
し
て
、
購
入

し
た
人
先
着
３
０
０
人
に
浜
田
の

特
産
品
が
当
た
る
空
ク
ジ
な
し
の

が
ら
ぽ
ん
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

問　
は
ま
だ
産
業
振
興
機
構

（
☎
�
８
７
１
７
）

事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
・
▢ＦＡＸ
�

２
２
３
６
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

第
１
４
２
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

大
道
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

亀
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

第
36
回
吹
奏
楽
の
集
い

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

は
ま
よ
う　
た
ま
も
市

「
き
ら
め
き
座
」
発
表
会
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ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
認
定
さ
れ
て
い

る
弥
栄
町
で
は
、
ど
ぶ
ろ
く
と
石
見

神
楽
の
共
演
と
銘
打
ち
、「
第
７
回

ど
ぶ
ろ
く
の
里
弥
栄
神
楽
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
元
安
城
・
杵
束
両
神

楽
社
中
に
加
え
、
鍋
石
神
楽
社
中
と

今
市
神
楽
社
中
を
迎
え
ま
す
。ま
た
、

会
場
で
は
、
ど
ぶ
ろ
く
の
販
売
や
地

元
産
品
の
出
店
な
ど
で
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
す
。
来
場
し
た
人
の
中
か

ら
ど
ぶ
ろ
く
・
神
楽
グ
ッ
ズ
（
鬼
棒
、

弓
な
ど
）
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
い

ま
す
。

日　
３
月
１
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
20
分

場　
弥
栄
会
館

料　
大
人　
　

１
、
０
０
０
円

（
前
売
券
８
０
０
円
）

　
　

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

（
前
売
券
３
０
０
円
）

問　
弥
栄
神
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
６
１
５
）

　

国
府
公
民
館
や
地
域
で
活
動
し
て

い
る
皆
さ
ん
が
、
歌
、
踊
り
、
楽
器

演
奏
な
ど
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

　

舞
台
で
の
発
表
や
、
ロ
ビ
ー
で
の

飲
食
販
売
な
ど
、
例
年
以
上
に
様
々

な
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

日　
３
月
２
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
） 

場　
国
府
公
民
館

問　
国
府
公
民
館

（
☎
�
１
２
７
０
）　

　

石
見
地
域
で
活
動
し
て
い
る
演
劇

諸
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
発

揮
し
た
舞
台
を
上
演
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
各
団
体
の
地

元
の
特
産
品
も
展
示
販
売
し
ま
す
。

日　
３
月
９
日
㈰

開
場　
午
前
９
時

開
演　
午
前
９
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

出
演
団
体　
石
見
く
に
び
き
18
座
・

今
福
笑
舞
会
・
大
田
市
演
劇
サ
ー

ク
ル
劇
研
「
空
」・
劇
団
ド
リ
ー

ム
カ
ン
パ
ニ
ー
・
山
陰
久
佐
松
竹

座
・
創
作
て
ん
か
ら
っ
と
・
浜
田

高
校
演
劇
部
・
明
誠
高
校
演
劇
同

好
会

料　
自
由
席

　
　

一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

大
学
生
・
高
校
生
・
中
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

ス
ケ
ー
ト
教
室

対
象　
５
歳
以
上

日　
２
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯
・
15
日

　

㈯　

午
前
10
時
～
11
時

料　
滑
走
料　

５
０
０
円

　
　

教
室
料　

５
０
０
円

　
　

貸
靴
料　

４
０
０
円

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
個
人
レ
ッ
ス
ン
、
団
体
利

用
受
付
中

　

子
ど
も
会
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

20
人
以
上
の
場
合
は
、
団
体
割

引
が
あ
り
ま
す
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

日　
２
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

休
館
日　
５
日
㈬
・
12
㈬
・
13
日
㈭
・

19
日
㈬
・
26
日
㈬

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

特
別
展
「
世
界
の
海
の
冒
険
者
～
ウ

ミ
ガ
メ
の
謎
に
せ
ま
る
～
」

　

僕
が
産
ま
れ
て
か
ら
産
ま
れ
た
場

所
へ
帰
っ
て
く
る
ま
で
の
海
の
冒
険

の
秘
密
を
教
え
ち
ゃ
う
よ
。

日　
２
月
３
日
㈪
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ

ア
ー

　

飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
ス
タ
ッ
フ

が
解
説
し
ま
す
。

日　
２
月
23
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

①
午
前
11
時
～

②
午
後
１
時
30
分
～

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
先
着
15
人

料　
入
館
料
に
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　
当
日
１
階
総
合
案
内
所

で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

冬
限
定
、
オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
が

館
内
を
お
散
歩
す
る
よ
。

日　
３
月
30
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

　

午
後
０
時
30
分
～
（
約
15
分
）

※　

ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
・
天
候
な

ど
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座

ビ
ー
ズ
で
作
ろ
う
チ
ン
ア
ナ
ゴ

　

ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
、
大
人
気
の
チ

ン
ア
ナ
ゴ
を
作
っ
て
み
よ
う
。

日　
２
月
16
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室

ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
そ
う

　

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
中
に
入
っ
て

い
る
、
い
ろ
ん
な
生
き
物
を
探
し
て

み
よ
う
。

日　
２
月
23
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

企
画
展
「
生
誕
１
２
０
年　
宮み

や

芳よ
し

平へ
い

―
森
鷗
外
の
小
説
「
天て

ん

寵ち
ょ
う」

の
画
家

―
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
学
芸
員
の
作

品
解
説
）

　

企
画
展
の
展
示
作
品
に
つ
い
て
、

第
７
回
ど
ぶ
ろ
く
の
里

弥
栄
神
楽
ま
つ
り

第
17
回
国
府
公
民
館

　
　
　
　
　
芸
能
文
化
祭

石
見
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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当
館
学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

日　
２
月
９
日
㈰
・
16
日
㈰

　

午
後
２
時
～

場　
石
見
美
術
館
展
示
室

料　
無
料
（
た
だ
し
、
観
覧
券
又
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必

要
で
す
。）

特
別
展
「
森
英
恵　

オ
ー
ト
ク

チ
ュ
ー
ル
の
精
華
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

森
英
恵
×
澄
川
喜
一
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

島
根
県
吉
賀
町
出
身
の
世
界
的

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
森
英

恵
と
彫
刻
家
・
澄
川
喜
一
（
グ
ラ
ン

ト
ワ
セ
ン
タ
ー
長
・
石
見
美
術
館
館

長
）
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日　
２
月
10
日
㈪

開
場　
午
後
５
時
30
分

開
演　
午
後
６
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

※　

整
理
券
は
、
当
日
午
前
10
時
か

ら
グ
ラ
ン
ト
ワ
総
合
案
内
カ
ウ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団　
第
３
回

定
期
演
奏
会

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
「
グ
ラ
ン

ト
ワ
弦
楽
合
奏
団
」の
定
期
演
奏
会
。

ゲ
ス
ト
「
東
京
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
合
奏

団
」
と
の
共
演
（
単
独
演
奏
あ
り
）

の
ほ
か
、
昨
年
に
引
き
続
き
山
口
県

萩
市
よ
り「
萩
弦
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

も
賛
助
出
演
。
よ
り
豊
か
な
弦
楽
の

響
き
を
お
届
け
し
ま
す
。

日　
３
月
２
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

曲
目バ

ロ
ッ
ク
風
日
本
の
四
季
よ
り

「
春
」
第
１
楽
章

東
京
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
合
奏
団
に
よ

る
演
奏

ホ
ル
ベ
ル
ク
組
曲
（
グ
リ
ー
グ
）

よ
り

ア
ン
ダ
ン
テ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ォ
（
シ
ベ
リ
ウ
ス
） 

ほ
か

料　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

※　

整
理
券
は
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
総
合

案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

※　

３
歳
以
下
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

相
続
登
記
を
は
じ
め
、
遺
言
、
遺

産
分
割
協
議
な
ど
相
続
に
関
す
る
相

談
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

日　
２
月
１
日
㈯
～
28
日
㈮

場　
県
内
の
司
法
書
士
事
務
所

※　

時
間
は
各
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

料　
無
料

予
約
先　
県
内
の
司
法
書
士
事
務
所

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
名
義
変
更
登

記
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
２
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

金
銭
・
夫
婦
・
親
子
・
そ
の
他
親

族
間
の
も
め
ご
と
。
相
続
・
土
地
建

物
・
交
通
事
故
な
ど
の
争
い
ご
と
に

つ
い
て
の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日　
２
月
21
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
江

津
市
）

担
当
者　
浜
田
裁
判
所
所
属
調
停
委

員
※　

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問　
島
根
県
調
停
協
会
浜
田
支
部
長

加
藤
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
０
２
２
８
）

　

相
続
・
遺
言
・
農
地
転
用
・
法
人

設
立
・
建
築
業
等
許
認
可
契
約
書
・

外
国
人
相
談
・
自
動
車
登
録
・
車
庫

証
明
書
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日　
２
月
22
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
雲
城
公
民
館

料　
無
料

問　
島
根
県
行
政
書
士
会

　

太
田
さ
ん
（
☎
�
１
５
６
９
）

　

２
月
23
日
は
税
理
士
記
念
日
で
す
。

こ
の
日
に
相
続
・
贈
与
税
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
続
の
発
生
時
、
ま
ず
税
理
士
に

相
談
し
て
も
ら
う
と
、
司
法
書
士
な

ど
と
も
連
携
し
て
、
そ
れ
ら
の
手
続

を
行
い
ま
す
の
で
、
わ
ず
ら
わ
し
さ

に
悩
ま
な
く
て
す
み
ま
す
。

日　
２
月
23
日
㈰

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
１
時
～
３
時

場　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
江

津
市
）

料　
無
料

※　

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問　
中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部

（
☎
�
７
５
７
５
）

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,969 20,177 22,511 42,688
金 城 1,920 2,199 2,377 4,576

旭 1,414 1,492 1,599 3,091
弥 栄 698 688 754 1,442
三 隅 2,893 3,071 3,417 6,488
合 計 26,894 27,627 30,658 58,285

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

相
続
登
記
無
料
相
談

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

無
料
調
停
相
談

暮
ら
し
の
困
り
ご
と「
行
政
書
士
」

　
　
　
　
　
に
聞
い
て
み
よ
う
！

行
政
書
士
無
料
相
談

相
続
・
贈
与
税
無
料
相
談
会

人　口（12月末現在）

（単位：人）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ



　34

平
成
25
年
第
45
回
浜
田
市
美
術
展

写
真
の
部　
市
長
賞

　
　
「
妖
艶
夜
桜
」　
三
浦　
貢

※　

12
月
末
人
口
は
33
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　長浜の湊は、1471年に朝鮮王朝で成立した『海東諸国記』に「長濱浦」とある
ほか、1562年に明国で成立した『籌

ち ゅ う か い ず へ ん

海図編』には、長浜を「南高番馬」と記述し
て紹介されています。これらは、日本海を内海とする大陸との交流の中で、海外
に知られていったといえます。
　長浜湊の場合は、特に有名で、1425年に朝鮮官船の遭難で、10人が長浜に漂着
したことから、長浜湊を拠点とする国人領主の周布氏が保護して、対馬経由で送
還したことを契機に、朝鮮国王から公式に交易を承認する図

ず し ょ

書が与えられ、対朝
鮮交易が開始されました。
　交易は、1502年までの78年間に49回行われたとされ、その後半は、周布氏の名
義で、対馬の商人と結んだ長浜などの周辺の商人が交易を行ったとされています。
また、朝鮮王朝と公式に、長期にわたって交易が行われたのは、周防・長門の大
内氏を除けば、日本海沿岸で周布氏だけであり、その拠点となった長浜湊は、中
世の西日本海水運において、非常に重要な位置を占めました。

中世の湊 － 長浜 －
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